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論文内容の要旨 

 
 申請論文は対面型授業における教授および学習過程モデルを提案し、そのモデルに基づく授業改善

方法について検討している。さらに、対面型授業を支援するための情報通信ツールを開発し、その有

効性を実践授業により実証している。論文は序論、本論４章、結論よりなる。序論では研究の目的と

その意義が述べられている。文部科学省が大学審議会答申において大学教育における授業改善の重要

性を指摘したことと、ネットワークを用いたeラーニングにおいて対面型授業を組み合わせるブレンデ

ィング型の授業の重要性が指摘されていることから、本研究は対面型授業を対象とし、情報通信技術

の導入による授業改善の有効性を検討している。 

 第１章では対面型授業の現状分析を行い、従来の教授および学習過程モデルを用いる教授方法の問

題点を指摘している。特に、教授方法に関する問題としては大勢の学習者から即時性のあるレスポン

スが得られないことを示し、授業中に教授方法を改善するのに必要な情報が不足していることも明ら

かにした。また、スピーチによるコメント表明では多くの学習者のコメントを扱うことが時間的に難

しく、積極的なコメントの表明は期待できないことなどの問題を浮き彫りにしている。  

 第２章ではこれらの問題を解決し授業を改善するために、授業者と学習者とのインタラクションを

強化し、授業に対する評価情報を学習過程の中で効率的にフィードバックできる新たな教授および学

習過程モデルを提案している。このモデルの特徴は情報通信機器をインタラクションのツールとして

位置づけ、授業者による即時的なインタラクションの評価を可能にしている点にある。 

 第３章では学習者が利用する情報通信機器について検討し、利用場所の制約を受けにくいことや必

要に応じて匿名性が確保できること、およびネットワークなどを通じてデータを即座に送信できるこ

となどが必要であるとの理由から、現状では携帯電話が妥当であると判断している。授業改善に必要

とされるシステムの機能として、事務的手続きの負担軽減の点からは出席関係と授業評価関係の管理

機能を挙げている。また、教授方法の改善の点としては、多数のメールに対して本文に書かれたコメ

ントだけを整形して画面表示するコメント管理機能や、選択肢だけを解析し集計して表示するレスポ

ンスアナライズ機能、そして学習者の作業や学習状況を教室全体で共有するための画像管理機能が挙

げられた。 

 実際の授業でこれら全ての機能の有効性について評価している。第４章では事務的手続きの効率化



による授業改善について検討している。学習者の出欠状況および授業評価を継続的に把握することで，

授業達成度および満足度を向上させることができることを実証している。また、授業者は学習状況の

履歴を把握できるので、個々の学習者について個別のケアプランを立てる手がかりを得ることも可能

にしている。 

 第５章では，学習者全体の傾向を把握する授業改善方法としてレスポンスアナライズ機能，即時的

な画像表示機能および匿名コメント機能の３つについて検討している。まず、レスポンスアナライズ

機能は授業の診断的評価のツールとして利用でき、学習者の既有知識や前回の授業内容の理解度を把

握するのに有効な事を示した。また、即時的な画像表示機能を用いると学習者がプリントに書いたグ

ラフや撮影された実際の作業状況を教室全体に提示できるため、具体的なサンプルや比較を取り入れ

た教授活動も可能にしている。そして、匿名性のあるコメント表明機能を用いると、記名方式よりも

学習者からのコメントが多様化し、かつコメント数が多くなることを明らかにしている。このように、

提案した教授および学習過程モデルにおいて，学習者の作業状況を教室全体で共有する機能と即時性

のある匿名コメントを扱う機能は授業改善に有用であることが示唆された。そこで即時的な画像表示

機能による授業改善方法を用いた場合の学習者の情意面と認知面に与える影響について分析したとこ

ろ、学習者が実際に撮影した画像を用いる教授方法の方が学習者の情意面に肯定的な効果を与え，識

別能力を高めるのに効果的なことがわかった。そして、この授業改善法は学習者の集中度を高める効

果があると結論付けられた。次に，匿名コメント機能を用いた授業に対する調査結果から、学習者の

授業参画意識は「授業への積極性因子」、「発表への不安感」、そして通信料金や匿名性に対する抵

抗感等の「現状の改善要求因子」で構成されていることを明らかにしている。  

 以上のように、提案した教授および学習過程モデルに基づく情報通信技術を用いた授業は事務的な

手続きの効率化と教授方法自体の改善に有効であり、開発したツールは情報通信機器によるインタラ

クションを扱う授業に寄与する。 

 
 

論文審査の結果の要旨 

 

 従来の教授および学習過程モデルでは、学習者の位置付けが明確ではなく教授側とのインタラ

クションがどの場面でどのようになされるかが不明であった。また、近年は情報通信技術を用い

た授業改善の重要性が指摘されており、そのような授業に対して従来の学習理論や授業評価理論

を運用することに問題のあることも指摘されている。本論文において申請者はこの問題を解決す

るために具体的な授業として対面型授業を取り上げ、学習者とのインタラクションを含めた新た

な教授および学習過程モデルを提案している。さらに、そのモデルに基づく授業改善のためのツ

ールを独自に開発し、実際の授業における効果について検証を行っている。なお、本論文では情

報通信装置として携帯電話を利用している。 
 携帯電話を使った種々のツールを用いることで、即時性と匿名性を確保したインタラクション

を生成し、授業改善に効果のあることを定量的に示したことに意義を認めることができる。また、

開発したツールは教育工学における新しい教授法を提供するものとして、その成果は高く評価できる。 

 本論文の内容は、申請者を筆頭著者とする２編のレフリー制のある学術雑誌（内１編は投稿中）と

２編の国際会議での報告の計４編を基に構成されている。また、本論文に関係する参考論文として査

読付き解説論文が２編ある。なお，開発したツールのうち、電子メールだけを用いて多くのコメント



を集約し管理する機能については「特願 2003-353793：コメント集約表示およびコメント集約表示支

援プログラム」、電子メールだけを用いて多くの画像を集約し管理する機能については「特願

2003-353794：画像一覧表示支援装置および画像一覧表示支援プログラム」として公開出願済みであ

る。 
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